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A1-1 

資料 1 調査団員・氏名 

 
表 A1-1 第 1 次現地調査団員 

氏名 担当 所属 

安達 一郎 総括 JICA 地球環境部 環境管理第 2 課長 

伊藤 民平 計画管理 JICA 地球環境部 環境管理第 2 課 

藤井 將士 
業務主任／廃棄物管理計画／

環境社会配慮 
日本テクノ株式会社 

井出 明彦 廃棄物機材計画 1 株式会社オリエンタル・コンサルタンツ 

本田 和愛 
廃棄物機材計画 2 
／GHGs 削減見積もり 

日本テクノ株式会社 

小塚 渚 調達計画／積算 日本テクノ株式会社 

伊藤 篤 通訳（仏語） 株式会社テクノスタッフ 

 
表 A1-2 追加現地調査団員 

氏名 担当 所属 

本田 和愛 
廃棄物機材計画 2 
／GHGs 削減見積もり 

日本テクノ株式会社 

末広 直子 通訳（仏語） 日本テクノ株式会社 

 
表 A1-3 第 2 次現地調査団員 

氏名 担当 所属 

安達 一郎 総括 JICA 地球環境部 環境管理第 2 課長 

伊藤 民平 計画管理 JICA 地球環境部 環境管理第 2 課 

藤井 將士 
業務主任／廃棄物管理計画／

環境社会配慮 
日本テクノ株式会社 

本田 和愛 
廃棄物機材計画 2 
／GHGs 削減見積もり 

日本テクノ株式会社 

伊藤 篤 通訳（仏語） 株式会社テクノスタッフ 
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資料 2 調査行程 

 
表 A2-1 第 1 次現地調査 

 
 

 

 

団長 協力企画
業務主任/廃棄物管理計画/

環境社会配慮
廃棄物機械計画1 調達計画/積算

廃棄物機材計画2/

GHGｓ削減見積もり

安達　一郎 伊藤　民平 藤井　將士 井手　明彦 小塚　渚 本田　和愛

10 14 金 成田着

15 土 ジブチ着 ﾊﾞﾝｺｸ発､ジブチ着

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金
JICAエチオピア報告

アジス発
JICAエチオピア報告

22 土 成田着 アジス発

23 日 成田着

24 月 ごみ実態調査、資料収集 機材調査 ごみ実態調査

25 火 ごみ実態調査、資料収集 機材調査 ごみ実態調査 成田発

26 水 ごみ実態調査、資料収集 機材調査 ごみ実態調査 トランジット

27 木 ごみ実態調査、処分場調査 機材調査、処分場調査 ごみ実態調査 ジブチ着、資料集取、統計局表敬

28 金 ごみ実態調査、団内打合せ 団内打合せ ごみ実態調査、団内打合せ 団内打合せ

29 土 資料収集、機材調査 機材調査 ごみ実態調査
資料収集、ベースライン調査、
既存機材確認

30 日 人口・廃棄物関連資料収集 機材調査 ごみ実態調査、調達調査 資料収集、ベースライン調査

31 月 収集・処分・機材確認調査 機材調査 ごみ実態調査 ベースライン調査

11 1 火 OVD協議、機材確認調査 OVD協議、機材調査 ごみ実態調査、人口・統計資料収集 ベースライン調査

2 水 JICA報告、収集地域状況調査 収集地域状況調査 収集地域状況調査、調達・積算調査 ベースライン調査

3 木 収集料金調査 機材調査 調達・積算調査 ベースライン調査、収集経路確認

4 金 資料整理

5 土 収集計画調査 資料整理 ごみ実態調査 ベースライン調査､収集経路確認

6 日 団内打合せ、環境社会配慮調査

7 月 収集区域調査、資料整理 資料整理 資料整理 ベースライン調査

8 火 税金調査､商務調査､土地利用調査 機材調査 調達調査（土地費用、港湾費等） ベースライン調査

9 水 道路清掃関連・処分方法調査 機材調査、処分計画
調達調査、ワークショップ機材調査、先方

負担金額調査
資料整理

10 木 維持管理調査、ONEAD打合せ 機材調査、処分計画 ごみ実態調査、労務関連法規調査 ベースライン調査
11 金

12 土 収集量計量、維持管理費調査 機材調査、処分計画 調達調査、機材見積調査 ベースライン調査

13 日
収集量計量、維持管理費調査、

OVD打合せ
機材調査 調達調査、機材見積調査、税関調査 発生量算出、収集計画OVD打合せ

14 月 収集量計量、収集計画検討 機材調査 調達調査、機材見積調査,
環境配慮調査、収集計画検討、

機材内容検討

15 火
収集量計量、病院ごみ調査、収集
計画検討

機材調査 調達調査、機材見積調査、輸送保険調査
人口・ごみ発生量検討、
病院ごみ調査

16 水 収集量計量、収集計画検討 機材調査 調達調査、機材見積調査
人口・ごみ発生量検討、

OVD体制調査

17 木
収集量計量、AFD打合せ、収集量

検討、OVD打合せ
機材調査、OVD打合せ

収集量調査監理、調達調査、機材見積調

査、OVD打合せ

人口・ごみ発生量検討、

財務状況調査
18 金

19 土
収集量計量監理、OVD打合せ、TN

内容検討
機材調査 調達調査、機材見積調査 機材数量の確認、AFD案件との協調検討

20 日
収集量計量監理、TN作成、OVD打

合せ
TN作成、OVD打合せ 機材見積調査、TN作成、OVD打合せ AFD案件との協調検討、TN作成

21 月 TN作成・協議 EU新処分場について協議
TN作成・協議、機材見積調査、調達調査、

現地労務費調査
TN作成・協議、OVD打合せ

22 火
米軍学校廃棄物教育視察、収集計
画検討、AFD打合せ、JICAジブチ

報告

機材仕様検討、JICAジブチ報告
米軍学校廃棄物教育視察、港湾費調査、
材料費調査、AFD打合せ、JICAジブチ支

所報告

OVD打合せ、AFD打合せ、JICAジブチ報

告

23 水 TN協議、米軍廃棄物管理状況調査 機材仕様検討、処分検討
TN協議、調達調査、米軍廃棄物管理状況

調査
TN協議、資料収集

24 木
TN協議・署名、日本大使館報告、
AFD打合せ

機材仕様検討、処分検討、日本大
使館報告、AFD打合せ

TN協議・署名、材料費調査、日本大使館
報告、AFD打合せ

TN協議・署名、日本大使館報告、AFD打
合せ

25 金 団内打合せ、資料整理

26 土 ジブチ発 ジブチ発 ジブチ発 資料整理

27 日 関空着 成田着 成田着 資料整理

28 月 機材調査

29 火 機材調査

30 水 機材調査、細街区・収集経路調査

12 1 木 機材調査、細街区・収集経路調査

2 金 資料整理、細街区・収集経路調査

3 土 資料整理、用地協議

4 日 用地協議、大型事業所調査、サイト確認

5 月 大型事業所調査、サイト確認

6 火 大型事業所調査、サイト確認

7 水 庶務、ジブチ発

8 木 成田着

団内打合せ、資料整理、調査結果まとめ

OVD打合せ、団内打合せ、資料整理

団内打合せ、現地調査まとめ

現場視察、討議議事録協議（MD協議）

コンテナ配置調査、収集状況調査、道路清掃調査

団内打合せ、資料整理

資料収集、ごみ実態調査

資料収集、ごみ実態調査、収集状況調査

大使館報告､JICA事務所報告､
ジブチ発

大使館表敬・報告、OVD打合せ

トランジット

成田発

月 日 曜日

外務省表敬

OVD表敬・協議

EU協議、インセプション・レポート説明・協議、MD協議

AFD協議、内務大臣表敬、MD署名

団内打合せ、資料整理

16 日
ジブチ着
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A2-2 現地追加調査 

 

 

A2-3 第 2 次現地調査 

 
 

廃棄物機材計画2/GHGs削減見積もり 廃棄物機材計画2/GHGs削減見積もり

本田　和愛 本田　和愛

1 7 25 水 成田発 20 8 13 月 テクニカルノート案作成

2 26 木 トランジット 21 14 火 サイト視察

3 27 金 ジブチ着、サイト視察 22 15 水 維持管理費調査

4 28 土 OVD協議 23 16 木 テクニカルノート事前説明

5 29 日 JICA表敬、AFD表敬 24 17 金 資料整理

6 30 月 OVD協議、内務大臣表敬 25 18 土 維持管理費調査

7 31 火 対象地域確認調査 26 19 日 資料整理

8 8 1 水 対象地域確認調査 27 20 月 資料整理

9 2 木 OVD局長事前説明、CET視察 28 21 火 AFD協議、大使館表敬

10 3 金 資料整理 29 22 水 テクニカルノート協議

11 4 土 対象地域確認調査、サイト調査準備 30 23 木 技術仕様協議、テクニカルノート署名

12 5 日 OVD・AFD協議、サイト調査準備 31 24 金 資料整理

13 6 月 対象地域調査 32 25 土 技術仕様協議

14 7 火 対象地域調査 33 26 日 ジブチ発

15 8 水 対象地域調査 34 27 月 成田着

16 9 木 対象地域調査

17 10 金 資料整理

18 11 土 対象地域調査

19 12 日 対象地域調査

20 13 月 テクニカルノート案作成

21 14 火 サイト視察

22 15 水 維持管理費調査

23 16 木 テクニカルノート事前説明

24 17 金 資料整理

25 18 土 維持管理費調査

26 19 日 資料整理

27 20 月 資料整理

28 21 火 AFD協議、大使館表敬

29 22 水 テクニカルノート協議

30 23 木 技術仕様協議、テクニカルノート署名

31 24 金 資料整理

32 25 土 技術仕様協議

33 26 日 ジブチ発

34 27 月 成田着

日
曜
日

順 月 日 曜日 順 月

団長 協力企画
業務主任/廃棄物管理計画/

環境社会配慮

廃棄物機材計画2
/GHGs削減見積もり

安達　一郎 伊藤　民平 藤井　將士 本田　和愛

1 10 19 金 移動日 成田発

2 20 土 ジブチ着 ジブチ着

3 21 日

4 22 月

機材仕様協議

機材仕様協議

7 25 木 ジブチ発 ジブチ発

8 26 金 成田着 成田着

9 27 土 関空着 成田着

水246
在ジブチ日本大使館表敬・報告

ミニッツ署名

OVDミニッツ協議、EU表敬・打合せ

外務省表敬
5

順

ジブチ発

OVD表敬・ドラフト報告書説明、JICAジブチ支所表敬・打合、AFD表敬・打合

OVDドラフト報告書説明・ミニッツ協議

既存機材確認、収集地域確認

火

月 日 曜日

成田発

ジブチ着

23
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資料 3 関係者（面会者）リスト 

 

内務省 MINISTÈRE DE L’INTÈRIEUR 

Hassan Darar Houffaneh MINISTRE 大臣 

 

外務･国際協力省 MINISTÈRE DES AFFAIRES ETRANGÈRES ET DE LA COOPERATION INTERNATIONALE 

Yacin Houssein Douale Directeur des Relations Bilatérales 二国間協力部長 

Abdoulkader Houssein Omar  Directeur des Relations Bilatérales, P.I. 二国間協力部長代理 

Mohamed Moussa Advisor Foreign Office 補佐官 

 

住宅・都市化・環境省 MINISTÈRE DE L’HABITAT, DE L’URBANISME ET DE L’ENVIRONNEMENT 

Dini Abdalah Omar Secretaire General 事務局長 

 

ジブチ市 VILLE DE DJIBOUTI 

Ali Ismail Yabeh Maire 市長 

 

ジブチ市清掃局 OFFICE DE LA VOIRIE DE DJIBOUTI 

Charmarke Youssouf Moussa Directeur 局長 

Mahamoud Omar Omir Sous-Directeur 次長 

Elmi Djama Ali Sous-Directeur 次長 

Mohamed Daoud  Chef Sous-Direction de Traitement 廃棄物処理課長 

Abdou Djama Assowel Chef de service collecte 廃棄物収集・清掃係長 

Abdourahman Ismael Moussa Responsable du Magasin  維持管理・メンテナンス係長 

Osman Bagoreh Segueh Agent comptable 会計係 

Farah Mohmoud Chef de l'atélier ワークショップ長 

Awaleh Khalbel Osman Chef de la décharge 処分場長 

Mohamed Hassan Lodite Controller Collecte 収集管理員 

Abdikahi Omer Ismail Conducteur Collecte 収集担当員 

 

統計局 DIRECTION DE LA STATISTIQUE ET DES DEMOGRAPHIQUES 

Idriss Ali Sultan Directeur 局長 

 

ジブチ市上下水道公社 OFFICE NATIONALE DE L'EAU ET DE L'ASSAINISSEMENT DE DJIBOUTI 

Radwan Abdillahi Directeur d’Exploitation Technique de l’Assainnissement 下水事業部長 

 

ジブチ港 PORT AUTONOME INTERNATIONAL DE DJIBOUTI 

Elabe Souleiman Djama   
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ヨーロッパ連合 

Benoit Vermeersch Chef section finance et contrats 財務契約担当長 

Sergio Regi Junior Expert Co-gestionnaire Solid Waste 固形廃棄物ジュニア専門員 

Yassine Bousselmi Chef de Projet プロジェクト長（コンサルタント）

 

フランス開発庁 
Jocelyn Leveneur Directeur 所長 

Philippe Lagier Directeur par intérim 所長代理 

Adrien Absolu Chargé de projets プロジェクト担当 

Perrine Giraud Chargé de projets プロジェクト担当 

Jean-Luc Sallustro Managing Partner 業務担当（コンサルタント） 

 

在ジブチ日本大使館 

Atsushi Nishioka  特命全権大使 

Tatsuya Ueda  二等書記官 

 

JICA ジブチ支所、エチオピア事務所 

Katsunari Harada  JICA ジブチ支所 所長 

Atsushi Nakagawa  JICA エチオピア事務所 所員 

Daisaku Oka  JICA ジブチ支所 企画調整員 

Yasue Miyanaka  JICA ジブチ支所 企画調整員 

Dahar Warsama  JICA ジブチ支所 現地所員 
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 A6-1

資料 6 環境チェックリスト 

 
 本計画が環境社会に対して重大な影響を及ぼさないことを確認した。確認の内容は、下記のと

おりである。 
 

表 A6-1 環境チェックリスト 
分

類 環境項目 主なチェック事項  備考 

１
許
認
可
・
説
明 

1）EIA および

環境許認可 

a） 環境アセスメント報告書等は作成済みか。 不要 

 
b） EIA レポート等は当該国政府により承認されている

か。 該当

せず 
c） EIA レポート等の承認は付帯条件を伴うか。 

d） 上記以外に、必要な場合には現地の所管官庁からの環

境に関する許認可は取得済みか。 不要 

2）現地ステー

クホルダーへ

の説明 

a） 
プロジェクトの内容および影響について、情報公開を

含めて現地ステークホルダーに適切な説明を行い、理

解を得ているか。 
Y 

本計画と実施

機関により 
実施 

b） 住民等からのコメントをプロジェクト内容に反映させ

たか。 
Y 機材計画 

に反映 
3）代替案の検

討 a） プロジェクト計画の複数の代替案は（検討の際、環境・

社会に係る項目も含めて）検討されているか。 
Y 機材計画 

にて検討 

２
汚
染
対
策 

1）大気質 a） 
焼却施設、収集・運搬車両等から排出される硫黄酸化

物、窒素酸化物、煤じん、ダイオキシン等の大気汚染

物質は当該国の排出基準、環境基準等と整合するか。 

規制

なし 
 

2）水質 

a） 施設からの排水は当該国の排出基準、環境基準等と整

合するか。  
該当

せず 
 

b） 廃棄物処分場から発生する浸出水等の水質は当該国の

排出基準、環境基準等と整合するか。 
規制

なし 他ドナー 
により 
計画 c） これらの排水が表流水あるいは地下水を汚染しない対

策がなされるか。 
Y 

3）廃棄物 

a） 

ごみの破砕、選別工程で発生する処理残渣、焼却灰、

飛灰、コンポスト施設から発生するコンポスト化不適

物等の廃棄物は当該国の規定に従って適切に処理・処

分されるか。 規制

なし 

規定は存在し

ないものの、

一部の廃棄物

については行

われている。b） 
有害廃棄物、危険物については、他の廃棄物と区別し、

無害化された上で当該国の基準に従って適切に処理・

処分されるか。 

4）土壌汚染 a） 廃棄物処分場から発生する浸出水等により、土壌、地

下水を汚染しない対策がなされるか。 
Y 2013 年に新処

分場完成予定

5）騒音･振動 a） 
施設稼働（特に焼却施設、廃棄物選別・破砕施設）、

ごみの収集・運搬を行う車両の通行による騒音・振動

は当該国の基準と整合するか。 

規制

なし 
機材計画 
にて考慮 

6）悪臭 a） 悪臭防止の対策はとられるか。 Y 機材仕様 
にて考慮 

  



 A6-2

 
分

類 環境項目 主なチェック事項  具体的な 
環境社会配慮

３
自
然
環
境 

1）保護区 a） サイトは当該国の法律・国際条約等に定められた保

護区内に立地するか。 
N  

2）生態系 

a） サイトは原生林、熱帯の自然林、生態学的に重要な

生息地を含むか。  
N  

b） サイトは当該国の法律・国際条約等で保護が必要と

される貴重種の生息地を含むか。 
N  

c） 生態系への重大な影響が懸念されるか。 
N  d） 水生生物に悪影響を及ぼす恐れはあるか。 

e） 植生、野生動物に悪影響を及ぼす恐れはあるか。 

3）跡地管理 
a） 処分場の操業終了後の環境保全対策は考慮される

か。 
Y 

他ドナー 
により 
計画 b） 跡地管理の継続体制は確立されるか。 

c） 跡地管理に関して適切な予算措置は講じられるか。

４
社
会
環
境 

1）住民移転 

a） プロジェクトの実施に伴い非自発的住民移転は生

じるか。 
N  

b） 移転する住民に対し、移転前に補償・生活再建対策

に関する適切な説明が行われるか。 

該当 
せず 

 

c）
住民移転のための調査がなされ、再取得価格による

補償、移転後の生活基盤の回復を含む移転計画が立

てられるか。 
d） 補償金の支払いは移転前に行われるか。 
e） 補償方針は文書で策定されているか 

f）
移転住民のうち特に女性､子供､老人､貧困層､少数

民族・先住民族等の社会的弱者に適切な配慮がなさ

れた計画か。 
g） 移転住民について移転前の合意は得られるか。 

h） 住民移転を適切に実施するための体制は整えられ

るか。十分な実施能力と予算措置が講じられるか 
i） 移転による影響のモニタリングが計画されるか 
j） 苦情処理の仕組みが構築されているか。 

2）生活・生計 

a） 住民の生活への悪影響が生じるか。 N   

b） ウェストピッカー等を含めた既存の資源再回収シ

ステムへの配慮はなされるか。 
Y 

他ドナー 
により 
計画 

c） 廃棄物運搬による地域交通への影響はあるか。 N  

d）
本プロジェクトからの排水、廃棄物処分場から発生

する浸出水等によって漁業及び地域住民の水利用

（特に飲料水）に悪影響を及ぼすか。 
N  

e） 衛生害虫は発生するか。 N 減少が 
期待される
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分

類 環境項目 主なチェック事項  具体的な 
環境社会配慮

４
社
会
環
境 

3）文化遺産 a）
プロジェクトにより、考古学的、歴史的、文化的、

宗教的に貴重な遺産、史跡等を損なう恐れはある

か。 
N  

4）景 観 a） 特に配慮すべき景観が存在する場合、それに対し

悪影響を及ぼすか。 
N  

5）少数民族、

先住民族 

a） 少数民族、先住民族の文化、生活様式への影響を

軽減する配慮がなされるか。 該当

せず 
 

b） 少数民族、先住民族の土地及び資源に関する諸権

利は尊重されるか。 

6）労働環境 

a） プロジェクトにおいて遵守すべき当該国の労働環

境に関する法律が守られるか。 
Y 

実施機関 
により考慮 

b）
労働災害防止に係る安全設備の設置、有害物質の

管理等、プロジェクト関係者へのハード面での安

全配慮が措置されるか。 
Y 

c）

安全衛生計画の策定や作業員等に対する安全教育

（交通安全や公衆衛生を含む）の実施等、プロジ

ェクト関係者へのソフト面での対応が計画・実施

されるか。 

Y 
本計画および

実施機関によ

り実施 

d）
プロジェクトに関係する警備要員が、プロジェク

ト関係者・地域住民の安全を侵害することのない

よう、適切な措置が講じられる。 
Y 実施機関 

により実施 

５
そ
の
他 

1）工事中の 
影響 

a） 工事中の汚染に対して緩和策が用意されるか。 
該当

せず 
 b） 工事により自然環境に悪影響を及ぼすか。 

c） 工事により社会環境に悪影響を及ぼすか。 

2）ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

 

a）
上記の環境項目のうち、影響が考えられる項目に

対して、事業者のモニタリングが計画・実施され

るか。 
Y 

他ドナー 
により 
計画 b） 当該計画の項目、方法、頻度等はどのように定め

られているか。 

c） 事業者のモニタリング体制（組織、人員、機材、

予算等とそれらの継続性）は確立されるか。 

d） 事業者から所管官庁等への報告の方法、頻度等は

規定されているか。 
N  

６
留
意
点 

1）他の環境チ

ェックリスト

の参照 
a）

必要な場合は、林業に係るチェックリストの該当

チェック事項も追加して評価すること（廃棄物処

分場等の建設に伴い、大規模な森林伐採が行われ

る場合等）。 該当

せず 
 

2）環境チェッ

クリスト使用

上の注意 
a）

必要な場合には、越境または地球規模の環境問題

への影響も確認する（廃棄物の越境処理、酸性雨、

オゾン層破壊、地球温暖化の問題に係る要素が考

えられる場合等）。 
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資料 7 既存機材活用判定根拠 
 
1. 調査目的と方法 
 
 計画目標年次（2015 年）における既存機材の収集能力を想定するために、既存機材の耐用年数

の把握に繋がる資料の収集や聞き取り調査を実施した。調査として、1) 現地調査時（2011 年 11
月、2012 年 8 月）における稼働状況の比較と、2) 稼働台数の推移の把握を行った。 
 
2. 調査結果 
 
(1) 稼働状況の比較 

2011 年 11 月と 2012 年 8 月における機材の稼働状況を比較した結果、2011 年に稼働していた収

集機材 17 台の内、2012 年には 4 台（2810B、3490B、3948B、3876B）の機材が故障中であること

が分かった。その内の 1 台（2810B）は油圧システムに故障の原因があり、残りの 3 台については

故障原因を確認している最中であった。また、OVD によれば、稼働している機材であっても 3 台

（2716B、3950B、3952B）については、油圧システムに不具合が見られるため、今後、修理が必

要と考えられていた。状況を整理した結果、OVD が購入した欧州製中古機材において、故障中ま

たは修理が必要な機材が集中していることが明らかになった。 
 

表 A7-1 稼働中の収集機材インベントリー比較 

 車体製造 種類 収集容量

 （m3）
製造年

利用

開始年

新古

区分

稼働状況 
備考 2011 年

11 月 
2012 年 

7 月 
日本製造機材         
2810B TOYOTA BT 10 1995 1995 新品 稼働 故障 修理中 
3354B NISSAN BT 15 1995 1995 新品 稼働 稼働  
2829B NISSAN BM 12 1995 1995 新品 稼働 稼働  
欧州製造機材         
2716B IVECO BT 18 1992 1995 中古 稼働 稼働 修理検討必要

3485B MERCEDES  BT 18 1992 2004 中古 稼働 稼働  
3490B MAN BT 18 1992 2004 中古 稼働 故障 修理準備中 
3948B MAN BT 18 1993 2007 中古 稼働 故障 修理準備中 
3950B MERCEDES  BT 18 1993 2007 中古 稼働 稼働 修理検討必要

3952B MERCEDES BT 20 1994 2007 中古 稼働 稼働 修理検討必要

3501B FAW BM 12 不明 2007 中古 稼働 稼働  
中国製造機材         
3875B DONG FENG BT 10 2006 2006 新品 稼働 稼働  
3876B DONG FENG BT 10 2006 2006 新品 稼働 故障 修理準備中 
3882B DONG FENG BT 10 2006 2006 新品 稼働 稼働  
4335B CNHTC BB 18 2006 2010 中古 稼働 稼働  
4337B CNHTC BB 18 2006 2010 中古 稼働 稼働  
4338B CNHTC BB 18 2006 2010 中古 稼働 稼働  
4339B CNHTC BB 18 2006 2010 中古 稼働 稼働  
BT：パッカー車 BM：脱着式コンテナ専用車 BB：ダンプトラック  
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パッカー車 15m3 

（日本製） 

脱着式コンテナ専用車 12m3 

（車体：日本製、架台部：中国製）

ダンプトラック 18m3 

（中国製） 

図 A7-1 既存収集機材 
 
(2) 既存機材の廃棄時期 
既存資料と OVD 職員への聞き取りから、製造以降の各機材の稼働台数の推移について整理した。

その結果、OVD では概ね 4 年目から廃棄される機材が発生し始めている。稼働年数にはばらつき

があるものの、本来の性能・機能を発揮しつつ使用できる標準的な使用年数は、例えばダンプト

ラックで 10 年1とされており、ジブチでは、過酷な気象条件下での作業となるため、一般的に考

えられている耐用年数に比べて短いことが分かった。 
OVD が所有する機材が完全に廃棄されるまでの年数は製造年より数えて、日本製パッカー車 18

年、ダンプトラック 13 年、中国製パッカー車 7 年、ダンプトラック 9 年であると想定でき、日本

製と中国製では耐用年数に差が見られる。 
 

 

図 A7-2 稼働機材数の推移 
 

OVD 所有機材であるパッカー車とダンプトラックの廃棄時期について検討した結果、中国製機

材に関して、稼働している 3 台のパッカー車は 2012 年、4 台のダンプトラックは 2014 年には、

全て廃棄されていると想定される。また、日本製機材に関して、稼働している 2 台のパッカー車

は、2012 年には全て廃棄されていると想定できる。 
 

                                                  
1 「社団法人日本建設機械化協会 建設機械損料表 平成 23 年」 
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欧州製機材については、中古製品のため、稼働機材数の推移から廃棄時期を想定することがで

きなかったものの、2012 年時点において故障機材が目立つことや、日本製機材よりも製造年が古

いことから考えると、少なくとも計画目標年次（2015 年）における稼働は見込めないと考えられ

る。 
その他、2 台の脱着式コンテナ専用車は、OVD が所有する車両（日本製と欧州製）に中国製の

架装部分を別途購入して取り付けたものである。架装部分の製造年は 2007 年と比較的新しいが、

車体は 90 年台と古い。車体側の老朽化に加えて、架装部の品質とスペアパーツの供給に問題があ

ることを踏まえると、2014 年には廃棄されていると想定される。 
 

3. 考察 

 

OVD では、所有する複数の廃棄車両を分解して使用可能なスペアパーツを探し出し、市場で入

手できるものと組み合わせて延命処置を行なっている。そのため、OVD が機材不足を補うために、

単体部品のみならず高価な構成部品を海外から取り寄せ、積極的に修理を行えば、想定した年数

以上の稼働も予想される。 
ただし、既存機材は、計画目標年次（2015 年）においては、廃棄機材同然の状態であるため安

定的な稼働は望めない。加えて、深刻な故障原因に対処するために過剰な労力と費用が割かれる

ことになるため、新規調達機材の点検・修理作業を妨げる原因になる。 
 よって、既存機材については、計画目標年次（2015 年）において収集能力として考慮しないこ

ととする。 
 

 
欧州製廃棄機材 中国製廃棄機材 廃棄車両置場 

 
図 A7-3 スペアパーツの供給源として活用されている廃棄車両例 
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資料８ 社会条件調査結果 
 

1.  調査の目的と方法 

  

(1) 調査の概要 

計画対象地域であるジブチ市において、ジブチ市の廃棄物処理の現況を把握するために社会条

件調査を訪問面接法により実施した。その概要は下記の通りである。詳しい質問内容は、本章の

巻末に示した。 

 

表 A8-1 社会条件調査の概要 
対象地区 ：ジブチ市 

（ジブチ市東部：ラスディカ区、ブラオス区、ジブチ市西部：バルバラ区）

調査期間 ：2011 年 11 月 1 日～7 日 
サンプル数 ：119 世帯 
調査法 ：訪問面接法 
質問内容* ：1) 一般情報、2)家族構成、世帯収入 

3)収集サービスの利用形態・廃棄物の貯留と排出習慣 

 

(2) 標本抽出の方法 

ジブチ市では、一般世帯に固定電話が普及していないため、地理的な条件を考慮して無作為抽

出をおこなった。具体的には、2009 年に実施された国勢調査の結果を用いて各地区における人口

比率を求めた後、サンプル数に偏りが生じないように、この比率を参考にして地区単位で訪問面

接の対象となる世帯数を決定した。ただし、バルバラ区西部のように人口密度が低い場合、訪問

面接の対象となる世帯に地域的な偏りが生じる。本計画は廃棄物の収集を目的としていることか

ら、そのような地区に対しては調査範囲が限定されることがないよう訪問する世帯を追加した。 

 

2. 調査結果 

 

(1) 一般情報 

面接の対象となった 119 世帯に対し、一般情報として、住宅タイプ（図 A8-1）、居住年数（図

A8-2）、以前の居住地（図 A8-3）、住宅の所有と賃貸（図 A8-4）の状況について質問した。 

集計の結果、以下のような特徴を把握することが出来た。住宅タイプについて、高級住宅は調

査対象世帯の 3%に過ぎず、中級、下級、最下級住宅1がそれぞれ約 3 割を占めている。居住年数

について、調査対象世帯の約 7 割は 11 年以上にわたって調査の対象となった住宅に住んでいる。

以前の居住地について、ジブチ市内（同じ住宅に住み続けている、または、ジブチ市内から転居

してきた）と回答した調査対象世帯が約 9 割を占めている。また、持家率は約 8 割という結果に

なった。 

                                                  
1高級住宅とは、鉄筋コンクリート構造で車庫・庭付きの住宅を意味し、そうした住宅は Heron 地区、Haramous
地区、Gabode 地区、SSPI 地区に限られる。中級住宅はコンクリートで建てられ住宅である。下級住宅は壁のみ

コンクリートで建設された住宅で、最下級はトタンや板のみの材料で建てられた住宅である。 



A8-2 

  
図 A8-1 住宅タイプ（N=119 単一回答） 

 

  
図 A8-2 居住年数（N=119 単一回答） 

 

 
図 A8-3 以前の居住地（N=119 単一回答） 

 

 
図 A8-4 住宅の所有と賃貸（N=119 単一回答） 

 

3.4%

31.9%

30.3%

34.4%

高級住宅 3.4%

中級住宅 31.9%

下級住宅 30.3%

最下級住宅 34.4%

4.0%

18.2%

9.1%
68.7%

1年以下: 4.0%

1年から5年: 18.2%

6年から10年: 9.1%

11年以上: 68.7%

87.9%

10.1%

2.0%

ジブチ市内： 87.9%

ジブチ国他州： 10.1%

ジブチ国外： 2.0%

77.8%

21.2%

1.0%

持家： 77.8%

賃貸： 21.2%

社宅/社員寮： 1.0%
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(2) 家族構成・世帯収入 

 

1) 家族構成 

 家族構成（図 A8-5）について、ジブチ市東部に位置するラスディカ区とブラオス区と西部に位

置するバルバラ区では異なる傾向が見られた。成人男性、成人女性と 3 歳以下の幼児の構成人数

に違いは見られないが、4歳から18歳の子供の人数がジブチ市東部では0.9人であるのに対して、

ジブチ市西部では 2.5 人となっている。 

 

 

図 A8-5 家族構成（N=119 単一回答） 

 

2) 世帯収入 

世帯の月収入（図 A8-6）について、ジブチ市東部とジブチ市西部、共に中間の給料帯は、5 万

から 10 万ジブチフランであることが明らかになった。これは 2011 年 11 月の為替レートで日本

円に換算すると 2.2 万円から 4.3 万円となる。ただし、ジブチ市西部の方がジブチ市東部に比べ

て低い傾向を示している。この理由として、バルバラ区では、各世帯において定職に就く人が少

ない（ラスディカ区、ブラオス区：1.7 人、バルバラ区：1.4 人）という要因や、定職に就いてい

たとしても賃金が低いという要因が考えられる。 

 

 

図 A8-6 世帯月収入（N=119 単一回答） 
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(3) 収集サービスの利用形態・廃棄物の貯留と排出習慣 
 
1) 世帯におけるごみの貯留方法 

世帯におけるごみの貯留方法（図 A8-7）について、ごみは必ず何らかの容器に入れて貯留され

ていることが明らかになった。容器は、穀物袋（小麦や米などを入れるための袋）、プラスチック

容器（20ℓのプラスチック容器の上部を切り取ったもの）、鉄製容器（ペンキなどの鉄製容器）の

いずれかに該当する。ジブチ市東部ではプラスチック容器が最も多く、ジブチ市西部では穀物袋

が最も多い結果となった。なお、市販ゴミ箱（プラスチック製または鉄製）を使用している世帯

は、上級または中級住宅に限られる。 
 

 
図 A8-7 世帯におけるごみの貯留方法（N=119 単一回答） 

 

 
プラスチック容器 

 

 
その他（大型ポリバケツ） 

図 A8-8 ジブチ市で一般的なごみ貯留容器 
 
2) ごみの運搬・排出方法 
ゴミの排出（図 A8-9）について、約 6 割の世帯では、ごみを袋に詰めて排出する習慣がなく、

プラスチック製または鉄製の容器を用いて排出先まで運び、中身だけを捨てていることが明らか

になった。ごみを袋に包んだまま排出している世帯は約 3 割に満たない。なお、この質問に関し

て、ジブチ市東部と西部の傾向に差が見られなかった。 
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図 A8-9 ごみの運搬・排出方法（N=119 単一回答） 

 

3) ごみの排出場所 

排出場所（図 A8-10）について、ジブチ市では、不法投棄によるゴミの排出の占める割合が最

も多いことが明らかになった。特にバルバラ区においては、約 7 割と非常に多い割合を示してい

る。OVD によるサービスを受けていると考えられるのは「OVD 収集車」または「OVD 収集場所」

と回答したサンプルで、ラスディカ区、ブラオス区では 25 件（約 4 割）と不法投棄に次いで多い

ものの、バルバラ区では 7 件（約 1 割）と少ない結果になっている。なお、ラスディカ区、ブラ

オス区とバルバラ区で、玄関先と回答している 20 世帯は、一次収集サービス2を利用している世

帯である。 

 

 

図 A8-10 ごみの排出先（N=119 複数回答） 

 

4) 排出頻度 

ごみをどの程度の頻度で排出するかという質問に対して、ジブチ市東部では 4.27 回/週、ジブ

チ市西部では 5.22 回/週という結果になった。 

 

(4) 家庭内でのごみ量削減 

家庭内でごみ量の削減のために実施している活動について質問したところ、全ての世帯で何も

                                                  
2一次収集サービスとは、一次収集人が契約している各世帯から玄関先に置かれたごみを回収し、ごみ捨て場まで

運んでくれるサービスである。現地視察の結果から、ジブチ市では 100 人程度が一次収集人として働いていると

想定される。その平均的な利用料金は、月額あたり 231FDJ である。 
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実施していないという回答を得た。 

 

(5) OVD への意見 

OVD に対する意見（図 A8-11）について、調査世帯の半数以上が OVD のサービスに対して不

満を持っていることが明らかになった。その理由の大半は、ごみ収集車によるサービスが不足し

ていること、不法投棄が改善されないこと、である。また、バルバラ区において、無回答が目立

つ理由は、OVD がごみ収集の責任を負った機関であることが認識されていないからである。 

 

 

図 A8-11 OVD に対する意見（N=117 単一回答） 

 

3. 考察 

ジブチ市において不法投棄を無くすためには、ごみ収集機材（パッカー車および着脱式コンテ

ナ式車）の不足を解消しなければならない。ただし、住民には、不適切なごみの排出が根強く習

慣化されているため、OVD が収集機材を整備することによって、収集能力のみを強化したとして

も、住民の行動変容が直ちに起こるとは考えられない。よって、OVD には排出ルールを徹底して

住民に周知するなどの広報活動が求められる。また、広報活動は、不法投棄を無くすということ

だけを目的にするのではなく、機材に与える影響を少なくするために、生ごみの水切りを徹底す

る等の情報周知が欠かせない。 
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廃棄物処理機材整備計画準備調査 

 
 
I. 背景 

 
「ジ」国政府は我が国に対して、無調資金協力を要請した。これを受け、JICAは要請さ

れた案件の必要性・効果・妥当性の検証及び無償資金協力として適正な概略設計と概略

事業費積算を目的とした協力準備調査を実施することとした。 
 
II. 調査の目的 

 
このアンケートは、ジブチ市における廃棄物管理のための機材計画を立案するために、

世帯ごみの収集と処理の現状を把握するために実施するものである。したがい、以下の

アンケートは、ジブチ市民と公共および民間の事業者を対象に作成されたものである。 
 
III. 情報管理 
 
このアンケートで知った情報は、ジブチ市の廃棄物管理の状況改善の目的のみに使用さ

れ、その他の目的では利用されません。さらに、第3者に情報が漏れることがないこと

を約束します。 
 
IV. 連絡先 

 
アンケート調査班 班長 
本田 和愛 
携帯：+253 76 34 96/電子メール：khonda@jat.co.jp 

 
 
アンケートには数分のお時間をいただきます。ご協力をお願い致します。 
 
 
2011 年 10 月 20 日、ジブチ 
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社会経済アンケート 
 

 
 

 
アンケート実施日:……. / ……../…… (日/月/年) 
回答者氏名: ……….…….….…….…….…….……., 役割 …….…….…….… 
 
 
M1. 世帯の識別 

(1) 区 (Commune) 
(2) 地区（Quartier） 

： 
： 

(3) 家屋タイプ（Type） 1- ❏ Type I ,  2- ❏ Type II,  3- ❏ Type III,  4- ❏Type IV 
地図位置：...........-.......... 

 
M2. 調査地域周辺における家屋タイプ比率 
1- ❏ タイプ I：良好な建屋で、商業地も含む ........  世帯

2- ❏ タイプ II：コンクリートやレンガで建設された建屋 ........  世帯

3- ❏ タイプ III：コンクリートかレンガの塀に囲まれた簡易建屋 ........  世帯

4- ❏ タイプ IV：鉄板等の軽量資材を使用した建屋 ........  世帯

計 ........  世帯

 
 
M3. 概要 

(1) 居住年数 

1- ❏ 無回答 
2- ❏ 1年未満 
3- ❏ 1年から5年 
4- ❏ 6年から10年 
5- ❏ 11年以上 

(2) ジブチに住む前の住所 

1- ❏ 無回答 
2- ❏ 前もジブチに住んでいた 
3- ❏ （  ）州に住んでいた 
4- ❏ （  ）国（外国）に住んでいた 
5- ❏ その他 

(3) 部屋数 

1- ❏ 無回答 
2- ❏ 1部屋 
3- ❏ 2部屋 
4- ❏ 3部屋 
5- ❏ 4部屋以上 

(4) 家の所有 

1- ❏ 無回答 
2- ❏ 所有 
3- ❏ 賃貸 
4- ❏ 社宅等 
5- ❏ その他 

 
 

 

タイプ M 
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M4. 経済状況 

(1) 世帯構成 

1- 無回答 ❏ 
2- 男性（大人） ：......... 
3- 女性（大人） ：......... 
4- 18年未満の女子と男子 ：......... 
5- 3才未満のEnfant  ：......... 

合計 ：......... 

(2) 経済活動の状況 

1- 無回答 ❏ 

2- 働いている ：......... 

3- 失業中 ：......... 

4- 学生 ：......... 

5- 退職 ：......... 

6- 金利生活 ：......... 

7- 主婦または主夫 ：......... 

8- 障害者 ：......... 

9- その他 ：......... 

合計 ：......... 

(3) 雇用状態 

1- 無回答 ❏ 

2- 雇用主 ：......... 

3- 正社員 ：......... 

4- 非正規雇用 パートやアルバイト ：......... 

5- 働くが、時々 または 季節労働 ：......... 

6- 見習い ：......... 

7- その他 ：......... 

合計 ：......... 

(4) 仕事の内容 

1- 無回答 ❏ 

2- 農業、林業 ：......... 

3- 漁業 ：......... 

4- 工場 ：......... 

5- 電気、ガス、水 ：......... 

6- 販売業;車や家電 ：......... 

7- ホテル レストラン ：......... 

8- 金融 ：......... 

9- 不動産 ：......... 

10- 行政 防御 ：......... 

11- 教育 ：......... 

12- 医療と社会福祉 ：......... 

13- その他 ：......... 

合計 ：......... 
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M4. 廃棄物処理サービスの現状 

(1) ごみ収集・処理の事業者 

1- ❏ 無回答 
2- ❏ 分からない 
3- ❏ OVD 

4- ❏ 民間事業者 
5- ❏ 不法投棄 
6- ❏ その他 

(2) ごみ収集・処理の一ヶ月あた

りの料金 

1- ❏ 無回答 

2- ❏ 分からない 

3- ❏ ：......................FD/月 

4- ❏ その他 

(3) ごみ処分の方法 

1- ❏無回答  

2- ❏分からない  

3- ❏ ......回／週 
❏毎月 
❏年間に時々 
❏毎年、❏全くない 

不法投棄 (道端、排水溝、空き地) 
玄関からその場所までの距離 : .........m 

4- ❏ ......回／週 
❏毎月 
❏年間に時々 
❏毎年、❏全くない 

自分たちで焼却 
玄関からその場所までの距離 : .........m 

5- ❏ ......回／週 
❏毎月 
❏年間に時々 
❏毎年、❏全くない 

ごみ収集トラックへの直接投入 
玄関からその場所までの距離 : .........m 

6- ❏ ......回／週 
❏毎月 
❏年間に時々 
❏毎年、❏全くない 

指定されたごみ捨て場やコンテナ 
玄関からその場所までの距離 : .........m 

7- ❏ ......回／週 
❏毎月 
❏年間に時々 
❏毎年、❏全くない 

その他 
玄関からその場所までの距離 : .........m 

(5) 世帯収入 

1- ❏ 無回答 
2- ❏ 分からない 
3- ❏ 25,000未満 FD/ヵ月 
4- ❏ 25,000～50,000 FD/月 
5- ❏ 50,000～100,000 FD/月 
6- ❏ 100,000～150,000 FD/月 
7- ❏ 150,000～200,000 FD/月 
8- ❏ 200,000～250,000 FD/月 
9- ❏ 250,000～300,000 FD/月 
10- ❏ 300,000～400,000 FD/月 
11- ❏ 400,000～500,000 FD/月 
12- ❏ 500,000以上FD/ヵ月 
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(4) サービスへの不満 

1- ❏ ：無回答 
2- ❏ ：不満はない 
3- ❏ ：不満がある 

その理由 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
M5. 世帯での取り組み 

(1) ごみの貯留 

1- ❏ 包むことなく放置 
2- ❏ ポリタンク 
3- ❏ プラスチックのバッグ 
4- ❏ バッグ（米、砂糖または小麦粉） 
5- ❏ ごみ箱、ごみ籠 
6- ❏ 大きい容器 
7- ❏ 金属バケツ 
8- ❏ その他 

(2) ごみの運搬と排出 

1- ❏ バケツやごみ箱で共同ごみ捨て場に運び、中身だけを捨てる。

2- ❏ ビニール袋で包んだ状態で、共同ごみ捨て場に運び、捨てる。

3- ❏
ビニール袋で包んだ状態で、共同ごみ捨て場に運び、中身だ

けだして、ビニール袋は家に持ち帰る。 

4- ❏
バッグ（米、砂糖または小麦粉）で共同ごみ捨て場に運び、

中身だけだして、バックは家に持ち帰る。 

5- ❏
バッグ（米、砂糖または小麦粉）で共同ごみ捨て場に運び、

バックと共に捨てる。 

6- ❏ ビニール袋に包んで玄関で収集人に渡す。 
7- ❏ ビニール袋に包まずに玄関で収集人に渡す。 
8- ❏ その他 

(3) ごみ量 
1- ❏ ：.........バッグ、ごみ箱、容器/週、 
2- ❏ 容器のボリューム：......................ℓ 

(4) ごみ量を減らすための取組 

1- ❏ 無回答 
2- ❏ 分からない 
3- ❏ なにもしていない 
4- ❏ 分別、リッサイクル 
5- ❏ コンポスト 
6- ❏ 包装の少ない商品を選ぶ 
7- ❏ 圧縮する 
8- ❏ 自分たちで焼く 
9- ❏ その他 
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資料9 ごみ実態調査結果 
 

1. 調査の目的と方法 

 

(1) 調査の概要 

ジブチ市における家庭および事業所における廃棄物の発生量とその成分を把握するために、ご

み実態調査を実施した。調査の概要は下表のとおりである。 

 

表 A9-1 調査の概要 

対象地区 ：ジブチ市 
（ジブチ市東部：ラスディカ区、ブラオス区、ジブチ市西部：バルバラ区）

調査期間 ：2011 年 10 月 23 日～11 月 30 日 
計測項目 ・発生量 

・見かけ比重 
・成分別重量 

サンプル サンプル世帯 
1) 高級住宅：2 サンプル 
2) 中級住宅：2 サンプル 
3) 下級住宅：2 サンプル 

サンプル事業所 
1) 商店：1 サンプル 
2) 中規模商店：1 サンプル 
3) オフィス：1 サンプル 
4) レストラン：1 サンプル 
5) ホテル：1 サンプル 

 

調査対象として選定されたサンプルから発生するごみを一週間にわたって毎日回収し、発生量、

見かけ比重、成分別重量について計測を行った。調査サンプルについて、家庭ごみに関しては住

宅タイプ別に各 2 サンプル、事業所ごみに関しては代表的な事業区分を対象に各 1 サンプルを選

定した。なお、サンプルの選定においては、OVD の協力を得て、一般的な規模のものを選んだ。 

 

(2) 組成分類 

成分別重量の計測にあたっての分類は、下表の通りである。 

 

表 A9-2 組成分類 
No. 分類名 具体的な品目例 
1 紙 紙くず、新聞紙、ダンボール 
2 厨芥 残飯、調理かす 
3 プラスチック プラスチック包装袋、ペットボトル 
4 布・繊維 衣類、布きれ 
5 木材・草 庭木、落ち葉・草 
6 ゴム・皮 ゴム製品（サンダル等）、革製品 
7 鉄性金属 スチール缶 

8 非鉄性金属 アルミ缶 
9 ガラス・砂利・陶器 ガラス、皿、レンガ 

10 土砂・その他 土砂 
11 石鹸  
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(3) 調査手順 

調査は、下記の調査手順フローにそって実施した。先ず、サンプルを回収し、その重量と見か

け比重を計測する。その後、四分法によって抽出された成分サンプルを組成分類に従って分別し、

各成分の重量を計測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 A9-1 調査手順 

 

 
サンプル回収 四分法 組成分析 

図 A9-2 ごみ実態調査の様子 

 

2. 調査結果と原単位 

 

(1) 家庭ごみ 

 

1) 家庭ごみ実態調査結果 

サンプル世帯から得られたごみ発生量、サンプル原単位、見かけ比重と成分比率の一週間の平

均値は、以下に示すとおりである。 

サンプル回収

重量の計測

見かけ比重の計測

四分法による 

成分サンプル抽出 

組成分類に従った分別

成分別の重量計測 

（湿ベース） 

サンプル別発生量 

の把握 

サンプル別見かけ比重 

の把握 

サンプル別成分比率 

の把握 
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表 A9-3 家庭ごみ実態調査結果 

  
高級

住宅
A 

高級 
住宅 

B 

高級 
住宅 
平均値 

中級 
住宅 

A 

中級 
住宅 

B 

中級 
住宅 
平均値

下級 
住宅 

A 

下級 
住宅 

B 

下級 
住宅 
平均値 

発生量 
(kg/日) 

3.300  12.286  7.793 2.943 5.657 4.300 4.043  2.971  3.507 

家族数 
 (人) 

8  16  12.0 5 12 8.5 8  8  8.0 

サンプル原単位 
 (kg/人/日) 

0.4125  0.7679  0.590 0.5886 0.4714 0.530 0.5054  0.3714  0.438 

見かけ比重  
(kg/ℓ) = (t/m3) 

0.371  0.137  0.254 0.166 0.180 0.173 0.144  0.127  0.135 

成分比率*平均値 

 厨芥 74.5% 37.5% 56.0% 51.3% 57.0% 54.1% 21.6% 7.0% 14.3%

 プラスチック 5.4% 7.8% 6.6% 15.4% 17.3% 16.3% 31.2% 25.1% 28.1%

 木材・草 1.6% 39.1% 20.4% 8.5% 2.5% 5.5% 16.2% 2.2% 9.2%

 紙 6.1% 6.1% 6.1% 9.2% 10.8% 10.0% 8.5% 19.0% 13.8%

 ガラス・骨・陶器 9.4% 1.7% 5.6% 8.2% 0.8% 4.5% 8.1% 12.1% 10.1%

 土砂 0.0% 3.1% 1.5% 0.1% 2.6% 1.3% 4.7% 27.0% 15.8%

 布・繊維 0.9% 0.1% 0.5% 1.2% 5.8% 3.5% 7.2% 5.5% 6.4%

 鉄性金属 1.3% 3.5% 2.4% 3.3% 2.3% 2.8% 1.4% 1.6% 1.5%

 非鉄性金属 0.6% 1.2% 0.9% 3.0% 0.7% 1.9% 1.2% 0.5% 0.8%

 石鹸 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0%

 ゴム・皮 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0%

*成分比率は、四捨五入による誤差により、合計が 100.0%にならない場合がある。 

 

 

図 A9-3 原単位における家庭ごみ組成結果 
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調査から次のような結果を得た。 

・ 高級住宅、中級住宅、下級住宅の順に原単位と見かけ比重は小さくなる傾向にある。 

・ 高級住宅と中級住宅の平均値は厨芥の占める割合が 5 割を超えているのに対し、下級住宅

の平均値は厨芥の占める割合が 2 割に満たない。 

・ 下級住宅では、土砂量の占める割合が多い。 

 

2) 家庭ごみ発生量原単位 

ジブチ市全体での家庭ごみ発生量（kg/日）は、人口にごみ発生量原単位（kg/人/日）を乗じる

ことによって算出する。ごみ実態調査の結果から、各住宅タイプのサンプル原単位の平均値をご

み発生量原単位として用いることとした。ただし、下級住宅については補正値を用い、調査の対

象とならなかったホームレスについては下級住宅の平均値を参考にした。 

住宅タイプ毎の発生原単位を整理すると、下表の通りになる。 

 

表 A9-4 家庭ごみ発生量原単位 

住宅タイプ 
ごみ発生量原単位 

（kg/人/日） 
備考 

高級住宅 0.590 高級住宅平均値を採用した 

中級住宅 0.530 中級住宅平均値を採用した 

下級住宅 0.397 下級住宅平均値を補正した 

ホームレス 0.149 下級住宅平均値を参考にした 

 

ジブチ市における気候条件と一般的な家屋構成のために、ごみが排出されるまでの過程におい

てごみの中に土砂が混じることは避けられない。そのため、全ての住宅タイプでごみの中に土砂

が混じっており、特に下級住宅ではその割合が大きい。掃除によって掃き集められた土砂につい

ては、OVD が収集すべきごみではない。そこで、最も割合の大きかった下級住宅 B の土砂につい

ては、下級住宅 A の成分比率を用いて補正することとした。その結果、下級住宅 B の原単位は

0.2886ikg となり、下級住宅の平均値は 0.3970ii kg/人/日となる。 

 また、ホームレスについては、下級住宅平均値の内、厨芥と最も割合の大きかったプラスチッ

クの排出量の和を原単位として用いることとした。厨芥とプラスチックの成分は、全体の 42.4%

に相当し、重さは 0.1486iiikg/人/日となる。 

 

(2) 事業所ごみ 

 

1) 事業所ごみ実態調査結果 

サンプル事業所から得られたごみ発生量、サンプル原単位、見かけ比重と成分比率の一週間の

平均値は、以下に示すとおりである。なお、サンプル原単位は、発生量との相関関係がより強い

と考えられる従業員数または客数でごみ発生量を除することによって求めた値である。 

                                                  
i 0.2886 =0.3714×｛1.00－(0.270－0.047)｝ 
ii 0.3970=｛（0.5054+0.2886）÷2｝ 
iii 0.1486=3.507×0.424 
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表 A9-5 事業所ごみ実態調査結果 

  オフィス 商店 中規模商店 レストラン ホテル 

発生量（kg/日） 1.667 3.290 6.300 55.935 54.400 

客数(人) - 35.0 100.0 30.7 40.0 

従業員数（人) 16.5 - - - - 

サンプル原単位 (kg/人/日) 0.101 0.094 0.063 1.822 1.360 

見かけ比重 
(kg/ℓ)=(t/m3) 

0.057 0.038 0.029 0.346 0.129 

成分比率*平  

紙 81.0% 56.7% 26.4% 25.0% 16.9%

厨芥 7.0% 11.2% 13.4% 34.3% 41.8%

プラスチック 4.9% 21.6% 52.3% 6.7% 6.6%

布・繊維 0.8% 3.4% 0.0% 0.8% 1.3%

木材・草 0.0% 2.1% 0.5% 1.7% 9.0%

ゴム・皮 0.0% 0.2% 0.0% 0.2% 0.1%

鉄性金属 0.6% 1.1% 5.6% 1.9% 0.9%

非鉄性金属 0.9% 0.0% 1.5% 1.9% 1.9%

ガラス・骨・陶器 3.5% 0.0% 0.0% 22.6% 12.9%

土砂・その他 1.2% 3.7% 0.4% 5.0% 8.6%

石鹸 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

*成分比率は、四捨五入による誤差により、合計が 100.0%にならない場合がある。 

 

 

図 A9-4 事業所ごみの成分比率結果 
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割合が多いために見かけ比重が大きい。 

 

2) 事業所ごみ発生量原単位 

ジブチ市全体での事業所ごみ発生量（kg/日）は、事業所数にごみ発生量原単位（kg/事業所/日）

を乗ずることによって算出する。ごみ実態調査の結果から、各サンプルの発生量が求められてい

るが、ごみの排出量は同じ事業所タイプであっても事業規模によって異なるため、各サンプルの

発生量をごみ発生量原単位として用いることは出来ない。そこで、各事業所タイプの平均的な事

業規模を把握するために、複数の事業所を対象に従業員数と客数について聞き取り調査を行った。

そこで得られた値にごみ実態調査で得られたサンプル原単位を乗じてごみ発生量原単位を求めた。

その結果は、以下の通りになる。 

 

表 A9-6 事業所ごみ発生量原単位（その 1） 

事業所タイプ 
サンプル 
原単位 

（kg/人/日） 

平均客数/ 
平均従業員数

ごみ発生量 
原単位 

（kg/事業所/日）

備考 
(聞取調査の事業所数) 

レストラン 1.822 54.8 99.85 10 事業所

ホテル 1.360 60.0 81.60 5 事業所

大規模商店 0.063 588.9 37.10 3 事業所

中規模商店 0.063 163.9 10.33 3 事業所

オフィス 0.101 53.6 5.41 10 事業所

商店 0.094 41.9 3.94 10 事業所

 

加えて、ごみ実態調査の対象とならなかった事業所タイプについては、見かけ比重に排出量を

乗じることによってごみ発生量原単位を算出した。見かけ比重については、ごみ実態調査の結果

から、傾向が近いと考えられるものを採用した。また、排出量については、聞き取り調査を実施

して把握した。調査においては、日常的に利用されているごみ箱を確認して聞き取った内容の確

認を行なっている。その結果は、以下の通りになる。 

 

表 A9-7 事業所ごみ発生量原単位（その 2） 

事業所タイプ 
見かけ比重 
（kg/ℓ） 

平均排出量 
（ℓ/日） 

ごみ発生量 
原単位 

（kg/事業所/日）

備考 1 
（見かけ比重） 

備考 2 
(聞取調査の事業所数)

病院 0.254 1157.0 293.88 高級住宅地平均 3 事業所

小・中学校 0.057 533.3 30.40 オフィス 3 事業所

倉庫 0.029 853.3 24.75 中規模商店 10 事業所

建設会社 0.057 203.3 11.59 オフィス 3 事業所

卸業 0.029 316.7 9.18 中規模商店 3 事業所

ロジスティック 0.029 196.7 5.70 中規模商店 3 事業所

作業所 0.038 65.0 2.47 商店 3 事業所

ガソリンスタンド 0.057 38.3 2.18 オフィス 3 事業所

小店舗 0.038 34.4 1.31 商店 3 事業所
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